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研究成果の概要（和文）：本研究では、教育実習中に活用される実習日誌に対する教員志望学生の作成活用の実
態を検討し、その後の実践省察でも日誌を作成利用しようとする意欲（日誌継続意欲）に影響を与える要因を探
索的に検討した。その結果、日誌の意義理解と心理的負担感が影響することが示唆された。さらに、実践記述と
考察を書くことの難しさ、そもそも効果的な対処法を思いつけないといった日誌作成上の心理的負担を軽減する
ため、２つの介入（日誌の再読・生徒逸脱行動を捉える観点の増加）を実施した。その結果、日誌記述や実践考
察がより精緻化された。また、多くの観点から生徒の逸脱行動を捉え、効果的な対処行動を見つけ出すことが可
能となった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the actual situation of making and using journals
 during educational practice, and the factors that influence the motivation to continue journals 
even after the practicum. As a result, it was suggested that the understanding of the meaning of 
writing the journal, and the feeling of psychological burden affected. Furthermore, in order to 
reduce the psychological burden of writing journal, such as the difficulty of writing practice 
descriptions and consideration, and the difficulty of coming up with an effective coping method, we 
did two interventions: rereading journal, and peer work. As a result, the description and reason in 
the journal were refined. Moreover, it became possible to detect the deviating behavior of students 
from many viewpoints and to find effective coping behavior.

研究分野： 教育心理学

キーワード： 教員志望学生　実習日誌　省察
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義としては、実習日誌に対する書き手自身（教員志望学生）の認識がその後の日誌を利用した
実践省察への意欲に影響することを示したことである。具体的には、日誌の意義に対する理解の程度と日誌作成
に関わる心理的負担の大きさが、その後の実践省察において日誌を自発的に利用することにつながる可能性を示
した。また、社会的意義としては、教員志望学生の抱える日誌に対する心理的負担を減らすための介入方法を開
発し、その効果を検証した。今回開発した介入方法を実習事前指導等で実施することで、教育実習の質を高める
ことに貢献できることが予想される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
教師の成長そして質の高い教育の実現のために日々の教育実践の振り返り（省察）は欠かせな

いものである。教員養成課程においても教育実習では多くの大学で日誌作成が義務づけられ、教
員志望学生の実践に対する省察を促進しようと試みている。 
従来の研究では研究者による日誌分析は試みられているものの、書き手自身（教員志望学生）

の省察に対する認識は十分に検討されてこなかった。しかし実習生自身の認識に関わるメカニ
ズムが解明されなければ省察のための熟達支援を十分に行うことは不可能である。 
 
２．研究の目的 
本研究では教員志望学生の日誌作成・活用方法に着目し、彼ら自身が日誌というツールを使用

するなかで、それらの方略の明確化と省察に対する意義認識への効果を経て主体的実践に至る
までのメカニズムの解明と介入実験を行い支援プログラム開発のための知見取得を目的とする。 
 具体的には以下の４つを目的とする。 
１）自発的省察日誌継続意欲に及ぼす要因の探索的検討 
２）実習日誌の意義理解、意義実感、自発的省察日誌継続意欲との関連の検討 
３）日誌を読み返す介入と日誌記述の量と質に対する効果検証 
４）生徒逸脱行動を捉える観点への介入と対処効力感に対する効果検証 
 
３．研究の方法 
１）自発的省察日誌継続意欲に及ぼす要因の探索的検討 
 教育実習を終えた教員志望学生を対象に日誌の利用状況等をたずねその回答内容を KJ 法によ
り整理した。加えて、その後、実習日誌のような日誌を利用した省察実践を継続したいかといっ
た自発的省察日誌継続意欲に影響する要因を探索的に検討した。具体的には、教育実習を 20xx 
年に経験した教員志望学生（33 名）を対象に，次の調査を行った。a)日誌を利用した実践省察
を継続したいといった自発的省察日誌継続意欲について 10 段階（0：全くそうしたくない～10：
非常にそうしたい）の回答とその回答理由、b)「実習時に日誌作成にかけた時間（1 日単位）、 
c)「実習日誌作成と日誌を読み返すといった活用に対する自己評価（各 100 点満点）とその理
由」、 d)「日誌に書いた内容とその理由」「日誌の意義」についての自由記述による回答。記述
による回答は KJ法を参照して分類整理を行った。  
２）実習日誌の意義理解、意義実感、自発的省察日誌継続意欲との関連の検討 
教育実習を 20xx 年に経験した教員志望学生（41 名）を対象に，次の調査を行った。具体的

には、教育実習前の指導等によって実習日誌作成活用の意義をどの程度理解していたかについ
て（実習日誌の意義理解）としては「実習日誌は、教師として成長するのに役立つ」といった質
問に対して、1：全くそう思わない～10：とてもそう思うの 10段階で回答を求めた。また実習体
験中に実感した日誌作成活用の意義（「意義実感」）としては「実習中、日誌を作成活用すること
は、教師として成長するのに役立った」といった質問に対して、1：全くそう思わない～10：と
てもそう思うの 10 段階で回答を求めた。自発的省察日誌継続意欲については、10 段階（0：全
くそうしたくない～10：非常にそうしたい）で回答を求めた。また各質問に対する理由について
も自由記述による回答を求めた。 
３）日誌を読み返す効果の検討 
教育実習を終えた教員志望学生計 28 人を

対象に、次のような手順で実験を行った。a)5
分程度の授業（生徒が調べた内容を発表し、
教師が質問やコメントをしている場面）を視
聴後、その教師になったつもりでその授業に
ついて日誌を作成。b）教員志望学生を２つの
群にわけ、作成した日誌をひたすら読み返す
（Re-reading 群）、または日誌を読み返して
再度その根拠や理由を説明する（Re-
examining 群）ことを 15分間実施。c）再度、
5 分程度の授業（介入前に視聴したものと同
じ内容）を視聴し日誌を作成。d）実験に対す
る感想を提出。そして、日誌に記述された内
容を量的質的に分析し、介入効果を検討した。 
４）生徒逸脱行動を捉える観点への介入と対処効力感に対する効果検証 
教員志望学生 51 名を対象に、携帯をずっと触っていて授業に全く参加する気がないようにみ

える生徒 Aに教師として対面した際に、生徒 Aの行動に対処できるそうか（5段階）をピアワー
ク前後に回答。プログラムの流れとしては、a）生徒 Aの行動の理由を思いつく限り書き出す（個
人作業・箇条書き）、b）ピアワーク：二人一組でお互いの箇条書き内容の紹介をしあいながら、
個人で考え付かなかった原因や事情があれば箇条書きにメモ、相手を変えて 3 回実施。c）ピア
ワークをすべて終えた後、新たに思いついた理由があれば箇条書きで書き出す（個人作業）。教
員志望学生が書き出した生徒 A の行動の原因について KJ 法で分類し、ピアワーク前後の変化を



検討した。 
 
４．研究成果 
１）自発的省察日誌継続意欲に及ぼす要因の探索的検討 
教育実習で日誌を利用した教員志望学生 33 名を対象に調査を行い、教師になってからも自発

的に日誌利用を継続しようとする意欲を促進または妨害する要因について探索的に検討を行っ
た。自発的省察日誌継続意欲の平均値は 5.39（SD=2.68）、４以下の回答をした学生は 33人中 11 
人で一部の学生は教師になってからの省察日誌の継続的利用に対して迷いを感じていた。次に、
自発的継続意欲についての回答理由（自由記述）を整理したところ、①日誌作成に伴う負担感（18 
名/33 名が言及）と，②日誌の意義に対する認識（18 名/33 名が言及）がその理由として挙げ
られ、日誌利用に対する意義の理解度および日誌利用に伴う負担感が日誌継続意欲に影響する
ことが示唆された。 
次に、日誌を用いた実践省察の深さと日誌継続意欲との関連について検討した。具体的には

「日誌に書いた内容とその理由」「日誌の意義」についての教員志望学生による自由記述回答を
整理した。その結果，学生は反省や感じたことといった「主観的内容」と生徒・クラスの様子と
いった「観察的内容」とを書いていた。さらにそれらの内容は，いつか思い出すためといった 「忘
備録的利用」，教師と共有して意見やアドバイスをもらうといった「情報提供的利用」，自分で読
み返して自己理解を深め改善点を見つけるといった「自律的利用」といった３つの使用方法があ
ることがわかった。先行研究に照らし合わせれば「忘備録的利用」「情報提供的利用」は省察の
初段階である『描出レベル』，「自律的利用」はその上の『確証レベル』と分類できる。そこで省
察レベルによって自発的継続意欲に違いがあるか検討したが有意な違いはみられなかった。比
較的深い省察（記録と考察の両方を書く）を行っていた学生であっても、日誌利用の意義が実感
できず（具体的には、自分の実践の問題点に対して強いこだわりがある一方で、実際に日誌を書
いても効果的な問題解決策を得られていないといった点）、さらに日誌作成に対する負担感（言
語化に対する戸惑い）を訴えていた学生は日誌継続意欲が低くかった。 
以上から、教員志望学生が自ら日誌を利用した省察実践を行うには、省察において日誌を用い

る意義を学生自身が深く認識し、日誌利用に伴う負担感を減らすことが重要であることが示唆
された。 
 

２）実習日誌の意義理解、意義実感、自発的省察日誌継続意欲との関連の検討 
実践省察において日誌を利用することの意

義に対して、教職課程の講義等を通してその意
義を理解できた程度（日誌意義理解）と、実習
中など実際に日誌を利用しその意義を実感し
た程度（日誌意義実感）に分け、今後の実践省
察に日誌を自発的に利用していこうとする意
欲の高さ（自発的省察日誌継続意欲）との関連
を検討した。 
その結果、日誌意義理解と日誌意義実感、さ

らに自発的省察日誌継続意欲と日誌意義理解
との間に有意な正の相関関係がみられた。一方
で日誌意義実感と自発的省察日誌継続意欲と
の間には有意な関連はみられなかった
（Table1）。つまり日誌意義を理解して実習に
臨んだ学生ほど、実習中に日誌の意義を実感し
ている傾向が示唆された。また日誌の意義を理
解していた学生ほど、実習を終えた後も自発的
に日誌を作成活用した実践省察を行いたいと
いった継続意欲が高い傾向がみられた。 
しかしながら、少数の学生ではあるものの、

日誌の意義を理解していても、実習を終えた後
は自身の実践省察に日誌を活用しないと回答
していたため、さらにそういった例外的な学生
について詳細にその学生の自由記述を検討し
た。まず、日誌意義理解は非常に高いものの、
日誌継続意欲は非常に低い学生を特定した（2
名）。その 2 名の学生はどちらとも実習中の意
義実感がそれほど高くなかった。彼らの各回答
に対する理由（自由記述）を検討すると、日誌
の意義を実感できなかった理由として「日誌が



実践を改善する手立てとして有効なのは理解しているが、書くことが苦手で、あまりにも時間が
かかりすぎる」ことを挙げており、その結果として「日誌継続は無理」といった内容が書かれて
いた。しかしながら、学生の中には彼らと同様に日誌意義理解は高く日誌意義実感は低いが日誌
継続意欲が高い学生 3名いた。彼ら 3名と比較すると、たとえ実習中に日誌意義の実感が得られ
なくても、「日誌を続けることで書く能力も磨かれるだろう」「実習では担当の先生に正直に書く
ことができずに効果を感じにくかったが、自分だけしか読まないのであれば正直に書くことが
でき、日誌の効果を実感できるだろう」など、日誌の意義を実感できなかった原因を一時的なも
のだと考えていれば日誌継続意欲は高かかった。まとめると、日誌意義理解は高くても、実習中
にその意義をあまり実感できず、今後も変えることが非常に難しいと感じる「書くことそのもの
に対して感じる難しさ」に原因を帰属させていた場合は、日誌継続意欲は低かった。つまり、そ
もそも書くことに対して深刻な困難感を抱えている場合、教職課程の講義等を通して実践省察
に日誌を利用する意義を理解したとしても、その後の日誌を用いた省察に対し、主体的には取り
組まない可能性が示唆された。 
つまり日誌を利用した省察がその本来の効果を発揮するには、講義等でその意義を理解させ

るだけでなく、そもそも日誌を書くことそのものに対する支援も必要である可能性が示唆され
た。そこで教員志望学生が日誌を利用する際に感じた「書くこと」に対する困難を整理したとこ
ろ、「記述量が不十分、同じ内容を繰り返し書いてしまう」、「書いても問題が解決できない」と
いった点が浮上した。書くことに対する困難感を抱えている教員志望学生の日誌を検討したと
ころ、彼らの記述には具体性がなく、さらに生徒の言動を捉える観点があまりに少ないため、記
述量は少なく、日誌を作成し読み返しても問題解
決につながるような手掛かりを得られないこと
が示唆された。 
 
３）日誌を読み返す介入の日誌記述の量と質に対
する効果検証 
 2017 年度までの研究成果をもとに、介入実験を
行った。具体的には、教員志望学生 28 名を対象
に、作成した日誌を読み返すことが、日誌の記述
量や記述内容に及ぼす効果について検討した。 
その結果、日誌を何度も読み返すように指示さ

れた学生たち（Re-reading 群）も、日誌を読み返し
自分の解釈や考えの根拠を再度説明するように指示
された学生たち（Re-examining 群）も、日誌の記述
量が増加し、学生自身の認識にも変化があらわれた。
さらに記述内容にも変化が見られた。前者（Re-
reading群）では新しい情報や対応方法に関する記述
が増え、後者（Re-examining 群）では解釈やその根
拠についての記述がより詳細化した。さらに実験後
に提出された学生自身による感想の内容を整理した
ところ、上記の結果と同様のことが語られていた。 
 以上から、自身で作成した日誌を読み返すことが、
日誌の記述の量と質、そして記述者本人の認識の変化
に影響する可能性が示唆された。また日誌を読み返す
介入方法については、教員志望学生のニーズに合わせ
て変える必要性があることが示唆された。 
 
４）生徒逸脱行動を捉える観点への介入と対処効力感
に対する効果検証 
2017 年度までの研究成果より、教員志望学生の自

発的省察日誌継続意欲を低下させる重要な原因のひ
とつとして、「日誌に書いても問題が解決しない」と
いったことが示唆された。彼らの日誌には実践の様子
と今後の対策が書かれているものの、問題場面に対す
る見方が浅く一面的であった。そして、そのことが日誌を書き読み返すことが問題解決の手立て
の発見につながらない要因のひとつだと考えられた。そこで教員志望学生が実習日誌に生徒逸
脱行動とその対処を書くことに対する効果を実感し、さらに困難感を減らすため、問題場面（授
業時の生徒逸脱行動場面）での生徒認知の多様性を育成する介入の実施とその効果の検証を行
った。 



具体的には次のような手順で介入を行った。a)授業時の典型的な生徒逸脱行動場面に対して
教員志望学生個人で生徒逸脱行動の原因を考える、b)ピアワークでお互いの考えを共有、c)同じ
場面に対する生徒の言動の原因を再度教員志望学生自身で考える。 
その結果、当初、教員志望学生は逸脱行動を示している生徒の快不快欲求（したい・したくな

い）に着目していた。しかしながら、ピアワークを通して、授業環境との相性（授業についてい
けないのでわからないからつまらないなど）、そして学習以外の学生の状況（学生が携帯をずっ
とゲームをしているのは、ちょうど展開が盛り上がっていて終われない）、学習以外の学級内関
係性希求（教師に注目してほしい、みんなでそうすると決めている）、社会家庭での事情（家族
からの緊急メール）、発達的文脈（いけないことをやりたくなるお年頃、中 2 病、発達障害の可
能性）といった空間的時間的に広がりのある相互に関連する観点を獲得していた。さらにピアワ
ーク後は新たな観点を増やすことはないものの、新しくピアワークで得た観点の中での解釈を
増やしていた。またピアワークの前後で、逸脱行動への対処効力期待が有意に増加した。以上か
ら、本プログラムは、実習前に、教員志望学生同士のピアワークにより、逸脱行動を捉える際の
観点と記述量を増やし、さらに対処できるといった効力期待を高めることが示唆された。 
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